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発掘史料から語る下諏訪の中世の歴史

県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
長
野
市
）
は
1
2

日
午
後
1
時
か
ら
、
講
演
会
「
掘
る
し
ん
i
n

L
も
す
わ
～
遺
跡
か
ら
見
る
中
世
の
祈
り
」

を
下
諏
訪
町
の
下
諏
訪
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
で
開
く
。
同
町
の
諏
訪
湖
博
物
儲

あ
す
講
演
会
「
掘
る
し
ん
」

表
裏
に
び
っ
し
り
と
経
文
が
書
写
さ
れ

た
「
礫
石
経
」
を
手
に
「
祈
り
の
思
い
の

強
さ
が
あ
る
」
と
語
る
宮
坂
館
長

・
赤
彦
記
念
館
で
開
催
中
の
企
画
展
「
し
も

す
わ
鎌
倉
物
語
」
（
1
9
日
ま
で
）
の
関
連
企
画
。

同
館
は
「
文
字
史
料
が
な
く
分
か
り
に
く
潜

っ
た
下
諏
訪
の
中
世
の
歴
史
に
つ
い
て
、
発

掘
史
料
か
ら
語
る
ま
た
と
な
い
機
会
」
と
し

て
い
る
。
入
場
無
料
。
申
し
込
み
不
要
。

同
セ
ン
タ
ー
が
、
県
内
で
進
め
て
い
乱
発

掘
事
業
で
得
た
成
果
を
地
元
住
民
に
還
元
す

る
機
会
と
し
て
年
1
回
開
く
。
今
回
は
町
内

の
国
費
等
下
諏
訪
岡
谷
バ
イ
パ
ス
建
設
予

定
地
で
2
0
2
0
～
2
1
年
に
発
掘
が
行
わ
れ

た
「
ふ
じ
塚
遺
跡
」
の
調
査
成
果
に
つ
い
て

報
告
す
る
。
こ
の
調
査
で
同
遺
跡
が

き
ょ
う経
塚
」
で
あ
る
と
判
明
し
た
と
い
う
。
礫
声

経
は
企
画
展
で
展
示
中
。

基
調
彗
口
で
は
、
諏
訪
湖
博
物
館
の
宮
坂

清
館
長
が
同
町
高
木
の
殿
村
・
東
照
寺
祉
遺

跡
出
土
の
礫
石
経
（
1
3
～
1
4
世
紀
）
に
つ
い

て
解
説
す
る
ほ
か
、
同
セ
ン
タ
ー
調
査
指
導

員
の
河
西
克
造
さ
ん
が
6
万
点
以
上
も
の
礫
■

石
経
（
1
6
世
紀
）
が
出
土
し
た
ふ
じ
塚
遺
跡
に

つ
い
て
報
告
す
驚
立
正
大
学
の
時
枝
務
教
㌻

授
＝
宗
教
考
古
学
＝
は
「
礫
石
経
の
語
り
」
H

と
遷
し
て
講
演
。
最
後
に
3
人
に
よ
る
デ
ィ
▼

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
あ
る
。
（
樋
口
美
世
子
）


